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渋川市
②学校と地域

の課題
05 その他

令和４～６年度中に23校（市内
全小中学校）18学校区におい
て、CS導入（学校運営協議会
を設置）し、令和６年度は全て
の18学校区に地域学校協働活
動推進員を設置し、令和７年度
も引き続き同様とし、地域学校
協働活動を推進する素地が必
要となる。

地域活動の核となる公民館長から活動
内容の情報を集め、市ホームページへの
掲載を行い、地域人材発掘や周知のた
め市民一般向けに公開した。

CS導入校区に地域学校協働活
動推進員が設置され、継続され
ることにより、推進員である公民
館長及び地域人材（CSにより委
嘱されていない校区あり）が地
域と連携して市内全小中学校に
おいて、地域学校協働活動を推
進する。

CS導入18学校区（市
内全小中学校）にお
ける、地域学校協働
活動推進員の委嘱

18 
校
区 18 18

03　本
年度の
目標値
を達成
し、課
題の改
善が見
られた

令和６年度に引き続き、令和７年度もＣＳ導入校全18校区に
地域学校協働活動推進員22名を委嘱した。構成は、公民館
長11名、地域人材11名であり、昨年度と比較し、地域人材
が２名増員となった。
委嘱式、協議会においては、中部教育事務所から講師を招
き、推進員の役割・目的について学び、その後グループワー
クをとおして推進員同士の情報交換を実施した。

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）
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